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令和５年９月２０日    
 

 

 

 

 

 

令和５年 作物技術普及情報 第１６号 
 

水稲の生育状況、大豆の干ばつ対策について 
 
 
１ 気象状況 
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平年より２～３℃位高い高温が続いています。特に９月中旬からは平

年より５℃近く高温となっています。 

８月１８～１９日や９月８日前後に降雨がありましたが、全体的には

高温干ばつ傾向が続いています。 

今後も晴れの日が多く、平年より高温が予想されています。気象庁か

ら「高温に関する早期天候情報」（９月１９日付）が出されており、９

月２５日以降はかなりの高温が予想されています。 
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１ 水稲の生育状況と収穫の注意点について 
 

  ９月１９日現在、現地（平坦地）の生育状況 
 

    ・コシヒカリ 

 ４月末～５月初旬植 ：収穫終了 
 ５月上旬植      ：収穫終了 

 ５月中旬植     ：収穫晩限 

    ５月下旬植     ：収穫適期 
 

・風さやか 

５月中旬植     ：収穫適期 
５月下旬植     ：収穫直前～収穫適期 

 
５月中旬に田植されたコシヒカリ圃場は収穫晩限となっています。ま

た風さやかも収穫適期を迎えています。著しい高温で籾水分も２０％程

度に下がっており、穂の先端の籾の胴割れが増えてきました。 

 

今年は刈り遅れると胴割れが多発する恐れがあります。籾の水分や帯

緑色籾歩合を確認して早急に刈り取りを進めるようにお願いします。 

 
３ 大豆の干ばつ対策について 
８月１８～１９日等の降雨で干ばつ害は一旦解消しましたが、９月中旬

以降の高温の影響で、再び葉のしおれや反転等の生育障害が出ている圃場

が増加しています。 

 

令和元年９月の台風通過後のフェーンによる落葉・干ばつ害を思い出し

ていただき、水稲の収穫作業で極めて忙しい時期ですが、大豆の葉のしお

れや反転が目立つ圃場では、必ず潅水を実施するようにお願いします（著

しい干ばつによる減収・小粒化を避けるため）。 

 

潅水にあたっての注意事項は、技術情報１２号をご覧下さい。 

 

 

 

      


